
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(9) 長崎通信妬77 長崎通信妬77 (8)
’
－
０
９
９
８
■
■
Ｂ
Ｇ
。
■
■
日
日
暑
■
。
■
■
■
Ｑ
Ｂ
Ｄ
■
■
■
凸
■
Ｄ
ｂ
Ｂ
■
・
■
日
Ｔ
■
■
Ⅱ
ｑ
■
■
■
《
■
日
参
●
■
■
■
、
▲
■
８
■
■
Ｕ
▼
・
■
日
』
■
■
一
事
務
局
日
誌
と
核
実
験
抗
議
座
一
一
り
こ
み
は
、
別
に
ま
と
め
て
掲
載
一
一
し
て
い
ま
す
。
ｒ
１
．
０
！
’
．
．
１
１
‐
Ｇ
ｏ
ｌ
‘
’
’
’
’
１
．
１
１
１
１
１
．
１
一
扣
月
怡
日
長
崎
市
は
妬
年
夏
に
バ
チ
カ
ン
で
原
爆
展
を
計
画
こ
れ
を
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
長
崎
教
区
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
扣
月
〃
日
鹿
児
島
県
南
指
宿
中
学
校
が
被
爆
体
験
談
を
聞
く
こ
と
を
校
長
の
判
断
で
中
止
し
た
。
扣
月
把
日
長
崎
市
は
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
長
崎
の
被
爆
者
の
状
況
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
高
知
県
須
崎
中
学
校
修
学
旅
行
団
が
原
爆
病
院
を
慰
問
し
た
。
今
年
で
泌
回
め
扣
月
創
日
「
長
崎
原
爆
の
記
録
」
発
行
（
元
大
村
海
軍
病
院
長
泰
山
弘
道
著
あ
ゆ
み
出
版
）
扣
月
塑
日
核
実
験
に
抗
議
す
る
長
崎
市
民
の
会
が
座
り
こ
み
、
年
を
記
念
し
て
「
核
実
験
抗
議
１
，
年
の
記
録
」
を
発
行
し
た
。
扣
月
躯
日
長
崎
平
和
推
進
協
会
主
催
「
市
民
の
つ
ど
い
」
が
謂
か
れ
た
。
原
水
爆
禁
止
長
崎
連
絡
会
が
「
反
核
長
崎
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
い
た
。
平
和
教
育
で
「
核
」
否
定
へ
Ｉ
埼
玉
県
大
宮
高
校
の
実
践
ｌ
↓
９
ｏ
１
９
、
１
０
４
‐
６
０
△
〃
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
０
１
Ｉ
１
’
８
．
１
凸
８
８
．
０
１
Ⅱ
■
一
一
昨
年
、
大
宮
高
校
に
勤
め
て
い
一
一
る
知
人
と
会
っ
て
平
和
教
育
に
つ
一
一
い
て
話
し
合
っ
た
時
、
大
宮
高
校
一
一
で
も
熱
心
に
平
和
教
育
が
な
さ
れ
一
一
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
《
そ
一
一
れ
で
『
証
言
』
誌
を
送
っ
て
い
た
一
一
と
こ
ろ
、
実
践
報
告
の
コ
ピ
ー
を
一
一
頂
き
ま
し
た
・
・
一
九
八
三
年
の
実
一
一
践
で
す
が
、
平
和
教
育
は
や
は
り
一
一
大
事
だ
と
い
う
実
証
が
な
さ
れ
て
一
一
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
一
｜
す
。
実
践
を
さ
れ
た
の
は
埼
玉
県
一
一
立
大
宮
高
等
学
校
の
横
田
洋
さ
ん
一
一
で
す
。
（
編
集
部
・
濱
崎
）
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
○
「
核
」
問
題
に
つ
い
て
一
九
八
二
年
の
全
国
教
研
で
福
島
県
の
あ
る
高
校
二
年
男
子
が
、
自
衛
隊
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
訂
％
が
「
核
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
答
え
た
の
に
衝
撃
を
受
け
、
同
時
に
、
無
知
ゆ
え
の
回
答
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
宮
高
校
で
八
三
年
度
に
同
趣
旨
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
三
年
生
に
し
た
と
こ
ろ
、
蝿
％
が
核
武
装
す
べ
き
だ
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
私
の
予
想
以
上
に
生
徒
た
ち
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
心
強
く
思
っ
た
。
し
か
し
、
一
概
に
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
！
（
加
月
’
３
月
）
扣
月
釦
日
「
鎮
魂
歌
ｌ
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
（
砂
田
明
）
が
公
演
さ
れ
た
。
（
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
）
扣
月
引
日
山
里
小
学
校
が
弱
回
め
の
平
和
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
三
京
町
片
岡
さ
ん
宅
の
被
爆
杉
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幹
の
部
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
月
１
日
長
崎
放
送
（
Ｎ
Ｂ
Ｏ
）
は
科
学
技
術
庁
提
供
の
原
子
力
Ｐ
Ｒ
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
放
送
中
止
を
決
め
た
。
例
月
扣
日
原
普
協
が
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
例
月
州
日
長
崎
大
学
学
生
の
平
和
意
識
調
査
が
ま
と
ま
っ
た
。
例
月
慨
日
下
の
川
改
修
工
事
で
「
被
爆
の
証
」
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
。
恒
月
１
日
く
ら
し
と
平
和
を
守
る
婦
人
の
会
が
長
崎
市
民
会
館
で
「
第
八
回
母
に
聞
く
被
爆
体
験
」
の
会
を
開
い
た
。
恒
月
２
日
県
手
帳
友
の
会
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
被
爆
者
と
交
流
す
る
計
画
を
決
め
た
。
西
ド
イ
ツ
の
第
二
ド
イ
ツ
テ
レ
ビ
局
が
「
長
崎
の
被
爆
」
を
収
録
し
た
。
佐
世
保
市
長
が
外
務
省
に
非
核
三
原
則
堅
持
を
要
請
し
た
。
但
月
５
日
長
崎
市
の
核
実
験
抗
議
電
報
が
５
日
で
三
○
○
回
め
と
な
っ
た
。
但
月
７
日
県
平
和
委
員
会
な
ど
が
長
崎
市
観
光
通
り
で
「
戦
争
展
」
を
調
い
た
・
れ
な
い
面
も
あ
る
。
『
核
武
装
す
べ
き
だ
』
と
答
え
た
生
徒
も
『
す
べ
き
で
な
い
』
と
答
え
た
生
徒
も
、
一
様
に
広
島
の
具
体
的
惨
状
や
核
兵
器
の
現
状
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
知
と
言
っ
て
も
よ
い
状
態
で
あ
る
こ
と
だ
。
広
島
の
惨
状
に
つ
い
て
は
迦
彩
の
生
徒
が
、
『
核
』
の
現
状
に
つ
い
て
は
唖
％
の
生
徒
が
無
答
で
あ
り
、
回
答
を
寄
せ
た
生
徒
も
大
半
は
誤
っ
た
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
（
中
略
）
核
兵
器
拒
否
も
た
だ
恐
ろ
し
い
と
い
う
感
覚
的
心
情
的
な
も
の
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
結
果
に
学
び
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
に
『
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
』
を
見
せ
、
ま
た
核
兵
器
体
系
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
て
聞
か
せ
た
。
そ
の
後
、
感
想
を
書
か
せ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
『
核
武
装
す
べ
き
だ
』
と
答
え
た
生
徒
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
に
意
識
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
『
核
』
を
否
定
す
る
方
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
巴
日
の
丸
・
君
が
代
に
つ
い
て
も
高
校
と
中
学
校
の
実
態
を
調
べ
、
平
和
教
育
が
科
学
的
・
系
統
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
て
あ
る
。
●
蝿
幅
月
８
日
長
崎
市
は
核
保
有
五
か
国
へ
、
核
実
験
全
面
禁
止
、
核
軍
縮
交
渉
の
再
開
な
ど
の
世
界
恒
久
平
和
実
現
の
要
請
文
を
送
っ
た
。
枢
月
艸
日
「
長
崎
原
爆
シ
リ
ー
ズ
」
（
坂
口
便
作
。
あ
ら
き
書
店
刊
）
が
第
妬
回
国
際
児
童
図
書
展
示
会
で
推
薦
図
書
に
選
ば
れ
た
。
但
月
塑
日
長
崎
市
は
政
府
に
核
実
験
全
面
禁
止
を
緊
急
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
た
。
惚
月
刀
日
中
国
対
外
友
好
協
会
の
代
表
団
が
、
長
崎
の
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
。
枢
月
”
日
「
原
爆
の
図
展
記
録
集
」
が
、
「
原
爆
の
図
を
見
る
会
」
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
１
月
ろ
日
長
崎
新
聞
は
被
爆
蛆
年
特
集
と
し
て
「
ナ
ガ
サ
キ
の
使
命
い
ま
、
力
の
結
集
を
」
と
い
う
二
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
し
た
。
１
月
幅
日
韓
国
高
校
修
学
旅
行
団
が
長
崎
の
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
。
１
月
〃
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
イ
チ
ェ
フ
・
ハ
バ
シ
ン
ス
キ
大
使
が
平
和
公
園
を
訪
問
し
、
平
和
モ
’
一
ユ
メ
ン
ト
寄
贈
に
努
力
す
る
と
話
し
た
。
２
月
洲
日
第
８
回
２
．
ｕ
平
和
教
育
研
究
集
会
が
開
か
れ
た
。
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
（
長
崎
平
和
サ
ー
ク
ル
作
成
）
が
発
行
さ
れ
た
。
２
月
〃
日
「
平
和
を
考
え
る
会
」
（
代
表
・
今
田
斐
男
）
が
結
成
さ
れ
「
長
崎
の
心
つ
た
え
て
」
を
読
む
濱
崎
均
長
崎
の
証
言
の
会
の
事
務
局
次
長
で
あ
り
、
現
職
の
小
学
校
教
諭
と
し
て
平
和
教
育
に
取
り
く
む
今
田
斐
男
さ
ん
が
本
を
出
版
し
た
。
「
長
崎
の
心
つ
た
え
て
」
で
あ
る
。
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
書
名
の
つ
け
方
で
あ
る
。
序
文
の
中
で
山
川
剛
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
『
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ウ
ォ
ー
』
と
い
う
長
崎
の
被
爆
者
の
悲
願
を
教
育
の
柱
に
す
え
て
実
現
す
る
こ
と
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
、
今
田
先
生
の
、
『
長
崎
の
心
』
を
伝
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
哩
修
学
旅
行
の
語
り
べ
と
し
て
の
役
割
も
に
な
う
今
田
さ
ん
の
切
実
な
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
に
各
方
面
で
執
筆
し
た
も
の
や
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
著
者
に
関
す
る
記
事
を
五
部
に
わ
た
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
項
目
は
、
第
一
部
戦
争
体
験
を
平
和
教
育
へ
第
二
部
平
和
教
育
の
実
践
第
三
部
ひ
ろ
が
る
平
和
教
育
第
四
部
子
ら
を
み
つ
め
て
第
五
部
長
崎
の
心
つ
た
え
て
第
一
章
核
実
験
抗
議
の
座
り
込
み
● ●
第
二
章
紙
芝
居
で
伝
え
る
被
爆
の
心
第
三
章
修
学
旅
行
生
に
語
る
長
崎
の
心
と
、
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
一
か
ら
一
冊
の
本
に
す
る
た
め
に
書
い
た
の
で
は
な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
田
さ
ん
の
実
践
が
常
に
方
向
づ
け
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
田
さ
ん
は
被
爆
者
で
は
な
い
。
が
、
陸
軍
航
空
隊
に
志
願
し
て
配
属
さ
れ
て
い
る
間
に
長
崎
の
原
爆
で
御
尊
父
を
失
わ
れ
、
母
は
被
爆
者
と
な
ら
れ
た
の
で
一
あ
る
。
そ
し
て
今
は
、
今
田
さ
ん
自
ら
が
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
し
て
の
心
と
行
動
で
一
自
分
の
生
活
を
律
し
き
っ
て
い
る
こ
と
が
本
書
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
。
貴
重
な
本
が
世
に
出
た
と
思
う
。
た
だ
、
自
費
出
版
の
た
め
、
販
路
の
狭
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
反
原
爆
の
書
と
し
て
も
、
教
育
の
書
と
し
て
も
ぜ
ひ
、
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。
（
連
絡
先
・
長
崎
市
緑
町
六
－
八
今
田
斐
男
領
価
一
五
○
○
円
）
が
教
育
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。
３
月
１
日
三
・
一
ビ
キ
’
一
デ
ー
の
集
会
が
長
崎
・
佐
世
保
な
ど
で
開
か
れ
た
。
５
月
４
日
被
団
協
は
被
爆
者
援
護
法
制
定
を
求
め
て
全
国
行
脚
に
出
発
し
た
。
５
月
６
日
長
崎
市
は
如
己
堂
の
永
久
保
存
を
決
め
た
。
ろ
月
７
日
中
国
青
年
団
代
表
一
行
百
人
が
平
和
祈
念
像
に
献
花
し
、
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
。
ろ
月
艸
日
秋
月
辰
一
郎
先
生
が
ロ
ー
マ
法
皇
よ
り
「
聖
シ
ル
ベ
ス
ト
ロ
教
皇
騎
士
団
勲
章
」
を
授
与
さ
れ
た
。
５
月
幻
日
長
崎
市
教
委
は
平
祁
教
材
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ろ
月
泌
日
在
韓
被
爆
者
六
人
が
治
療
の
た
め
長
崎
入
り
し
た
。
「
広
島
・
長
崎
を
考
え
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
（
全
国
大
学
生
協
連
合
会
）
が
開
か
れ
た
。
ろ
月
訓
日
「
長
崎
の
心
つ
た
え
て
」
（
今
田
斐
男
著
）
が
出
版
さ
れ
た
。
（
蕪
そ
の
日
に
報
道
さ
れ
た
も
の
を
活
動
中
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
２
月
別
日
長
崎
市
川
内
町
の
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
落
下
地
点
に
標
識
が
立
て
ら
れ
た
。
原
水
爆
禁
止
長
崎
連
絡
会
は
「
原
水
爆
禁
止
１
９
８
５
年
世
界
大
会
」
の
長
崎
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
２
月
型
日
「
反
核
歌
と
文
学
の
集
い
」
含
む
）
｜
’ L一 劃
一
